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研究の目的 

 スギ花粉による花粉症は増加傾向にあるとされてい
る。 

 これまでの花粉観測で得られたデータを生かし、県
内における花粉飛散の予測情報を県民に提供するこ
とにより、県民の花粉症対策を促進する。 
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気温等の
毎日の気
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気象台が発表する予報データにより予測が可能となるような気象項目を選
定し、過去の花粉飛散数とこの気象観測結果の関係を解析し、予測モデル
を構築 
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研究の流れ 
１ 予測モデルの構築（～H25.1） 

 これまでの観測により得られたスギ・ヒノキの花粉種別の
測定結果をもとに気象条件等の関連性を解析し、花粉種ご
との飛散予測モデルを構築する。                        

  ○解析対象データ 

・２地点（福井市、敦賀市）の測定結果（H19～24） 

   ・福井地方気象台が観測した気象観測データ 

２ 予測モデルの試行（H25.2～） 

  平成25年シーズンから予測を試行し公表する。   
 ・並行実施の花粉測定の結果と気象データ・予報を元に予測 

３ 予測モデルの精度向上（H25.6～） 

予測の整合確認を行い、モデル精度の向上を図る。 

４ 情報提供の内容等の検討 

 



(1)飛散開始時期 

飛散開始日の状況 
   年により大きく異なる 

 
花粉形成から飛散開始に至るプロセス 

  夏季         夏～秋         冬季       春季 

  雄花形成  →  雄花成長   →  休  眠  →  開花・花粉の飛散 

 

飛散に影響を与える気象要因 

  従来より、気温との関係、特に累積気温との関係が強いことが示唆さ
れている。 

  

  5 

2/1 2/11 2/21 3/3

飛散開始日（H19～24） 

福井 

敦賀 



(1)飛散開始時期 
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①累積気温（最高気温）の起点日と積
算する温度の最適条件を検討 

⇒温度差（日数差）が少なくなる条件
を検討 

５度以上の気温上昇が確認された日か
ら数日中に飛散が始まる傾向を確認 

②気温の急上昇と飛散開始日の関係
を解析 

福井：起算日2/1で累積気温が113度を
超えると飛散開始の傾向 

敦賀：起算日1/21、累積気温86度 

福井 



(2)日飛散数 

②日飛散数の気温以外の気象因子
との関係を解析（重回帰解析） 

②気温の急上昇と開花の関係を解析 

日飛散数の累積は気温のみを変数とす
る関数で近似される。 
   Y=exp(a・exp(b・T)) 

ただし、地点・シーズンにより関数式（式
中の2定数）が異なる。 

①日最高気温の累積温度と飛散数の累
積に関係を解析 
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気温との関係を補正する関係式を算定 
 福井での影響要因：降雨・日照時間 
 敦賀での影響要因：日照時間・風向頻度 
       ｆ=∑αiXi  
f：補正比 αi：因子iの影響係数 Xi：因子iの値 



(1)モデル 
飛散開始日 

 次のいずれかのより早い日 
 ①日最高気温の累積気温が設定温度に達した日 ②急激な気温上昇日 

日飛散数 

 次式に気象庁の天気予報情報を入力し予測 

 日飛散数＝Ｍ×⊿Ｙ×ｆ 

   Ｍ ：シーズン総飛散数（環境省予測値等を参考に設定） 

   ⊿Ｙ：１日当たりの累積飛散数比の増加量 

    〔⊿Ｙ＝Ｙ（Ｔ1=予測日の日最高気温の累積温度） 

                －Ｙ（Ｔ2=前日の日最高気温の累積温度）〕 

   ｆ ：相対比（気温以外の気象因子による補正比） 
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福井：f=0.11ｘ１-0.59 ｘ2 - 0.16 
   ｘ1：日照時間  ｘ2：降雨の有無（有：１、無:０） 
敦賀：f=0.098 x１- 1.27 x2 - 0.33 ｘ3 - 0.15 
    x1：日照時間  x2：西風の出現頻度  x3：北風の出現頻度 



H25シーズンの予想飛散開始日から開始（2/27）し、 

ホームページにて翌日の飛散傾向の予報情報を提供（平日） 

  

  

 

併せてホームページのリニューアル実施 
アクセス数（1～5月）：9,095件（前年比1.6倍） 



飛散開始日 
 実飛散開始日：福井２月２８日、敦賀２月２７日 

 予想飛散開始日（②の予測日）：福井、敦賀 ２月２７日 

 

日飛散状況 
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飛散区分（※）の適合率 
 
 福井 ７７％ 
 敦賀 ８３％ 

※区分 
少ない   ：0～9個/cm2 

やや多い  ：10～29個/cm2 

多い    ：30～49個/cm2 

非常に多い ：50個/cm2以上 

適合 

表 日飛散予報と適合状況 



課題と今後のとりくみ 

今後の取組み 

２５年シーズンの測定結果の整理と予測との関係を分析 

モデルの見直し実施（総飛散数の予測を含む） 

ヒノキの予測モデルの検討 

２６年シーズンの予報実施 

スギ・ヒノキ花粉シーズン以外の花粉飛散状況把握に向けた
検討 

課題 

 今回、予測の適合状況は良好であったが、飛散数が非常に多
いシーズンであり、予測が適合しやすい状況にあったと考えら
れる。 

 次シーズンに向けてのさらなる精度向上、そして予測に欠か
せない総飛散数のモデル化、ヒノキのモデル化が必要である。 


